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お 客 様 各 位

前日比 前月末比

対ドル BRL 5.6852 5.7092 -0.42% -2.39% 5.5758 5.6237

対円 JPY 20.46 20.33 0.59% 1.55% 20.65 20.12

対ユーロ BRL 6.4141 6.4565 -0.66% -1.85% 6.34 6.38

対ドル JPY 116.16 116.09 0.06% -0.88% 115.08 113.17

対ユーロ JPY 131.10 131.30 -0.15% -0.31% 130.90 128.32

Index 103,514 101,006 -2.42% -3.64% 104,822 101,916

bps 205.08 202.46 1.28% 1.36% 205.25 257.44

% 11.27 11.26 -0.10% 3.87% 10.84 11.29

これらのレートは各市場におけるレポート作成時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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【為替】

ボルソナロ大統領が腸閉塞から回復し、退院したことを受け政治先行き懸念が減少、取引開始後一時5.65レアル台迄ドル安レアル高が進行。その後、米国ADP

雇用統計が市場予想を大幅に上回った事と、公表されたFOMC議事録(昨年12月分)でインフレが加速すれば、従来想定より早期に且つ迅速に利上げを行う可能

性があるとの見方が報道されるとドル高に進み、5.70レアル台で取引を終えた。

【株式】

ブラジル国内のインフルエンザと新型コロナウイルス感染者が増加。サンパウロ州では3,000人が重篤な呼吸器科系の症状で入院しているなどの報道もあり、景

気の先行き懸念が拡大。これに因りボベスパ指数は取引開始より、下落。FOMC議事録における積極的にインフレと闘う姿勢、資産買入のテーパリングの加速決

定、またバランスシート縮小の可能性についての報道を受け、更に下落を続け一時101,000ポイントを割込むなど、終日下落し昨年11月末日以来の低水準にて

取引を終えた。

【その他】

・米国12月ADP雇用統計：870千人（市場予想：400千人、前月：505千人）

【COVID-19 感染者総数（1/5時点）※各種報道より】

ブラジル全体：22,355,622人（前日比+27,370人）、※サンパウロ州感染者数：4,461,651（前日比+4,906人）


